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１２月号 

みんなで築こう 人権の世紀 ～考えよう相手の気持ち 未来へつなげよう違いを認め合う心～ 

校長 宮﨑 直人 

師走に入り、寒さもひとしお身にしみる季節となりました。２学期もあと３週間余りになり、どの学年もま

とめの学習を頑張っているところです。 

１２月には、全国で、人権に関する大きな取組があります。それは、「人権デー」と「人権週間」です。 

私たちは皆、自分の存在と尊厳が守られ、自由に幸せを追い求めることのできる権利「人権」を持っていま

す。しかし、いじめや虐待、ハラスメントなど、他者の人権を考えないような問題が後を絶ちません。 

私たちは家庭や地域、学校などで多くの人と関わり合いをもって生きています。その中で、一人一人が自分

らしく生き、そして、他の人たちとともに皆が幸せに生きていくためには、お互いの個性を尊重し、認め合う

ことが必要です。 

２１世紀は「人権の世紀」といわれています。２０世紀に、人類は２度にわたり世界大戦を経験しました。

多くの尊い生命を奪い、悲劇と破壊をもたらした２つの大戦への反省から、第二次大戦後、世界の人々の間に

平和と人権の尊重を求める動きが高まりました。そして、国際連合は、１９４８年（昭和２３年）１２月１０

日の第３回総会において、世界における自由、正義及び平和の基礎である基本的人権を確保するため、全ての

人民と全ての国とが達成すべき共通の基準として、「世界人権宣言」を採択しました。そして、１９５０年（昭

和２５年）に、「世界人権宣言」が採択された日である１２月１０日を「人権デー」と定めました。 

今年は、世界人権宣言が採択されて７０年の節目の年です。 

我が国においては、法務省と全国人権擁護委員連合会が、同宣言が採択されたことを記念して１９４９年（昭

和２４年）から毎年１２月１０日を最終日とする１週間（１２月４日から同月１０日まで）を「人権週間」と

定めています。今年度の「第７０回人権週間」では、啓発活動重点目標を「世界人権宣言７０周年 みんなで

築こう人権の世紀 ～考えよう相手の気持ち 未来へつなげよう違いを認め合う心～」として、様々な活動が

行われます。港区においても、１２月１１日に講演と映画の集いが行われます。 

学校においても、全校朝会のときに、人権に関する校長講話を行います。各学年・学級では、「相手の気持

ちを考える」機会をつくり、「違いを認め合える心」を育んでいきたいと考えています。 

１１月号では、「ふれあい月間」と「児童虐待防止推進月間」についてご紹介しましたが、その他にも１１

月から１２月にかけて、人権課題に関する週間や月間が多くあります。 

 ○ １１月１６日から１２月１５日まで  東京都エイズ予防月間 

 ○ １１月２５日から１２月 １日まで  犯罪被害者週間 

 ○ １２月 ３日から１２月 ９日まで  障害者週間 

 ○ １２月１０日から１２月１６日まで  北朝鮮人権侵害問題啓発週間 

人権課題には、「女性」「子供」「高齢者」「障害者」「同和問題」「アイヌの人々」 

「外国人」「ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者等」「犯罪被害者やその家族」「インタ 

ーネットによる人権侵害」「北朝鮮による拉致問題」「災害に伴う人権問題」「ハラ 

スメント」「性同一性障害者」「性的指向」「路上生活者」等がありますが、どれも 

深刻で、解決すべき喫緊の課題です。私たちにとって大切なことは、誰もが幸せ 

に暮らせるよう、お互いを思いやり、生活習慣・文化・価値観などの多様性や人権 

を尊重する社会を築いていくことです。 

本校においても、人権課題「子供」（いじめ問題）をはじめ、人権課題「障害者」など、様々な人権課題に

ついて学ぶ機会をつくり、人権課題に関わる差別意識の解消を目指して自ら行動することができる児童を育て

たいと考えています。 

 

 



  

  

学芸会を終えて 

1 年生 寿限無 

 １年生は、赤羽亭の寄席と題し、大喜利と寿限無

を演じました。長い「寿限無」の名前を１年生は、

楽しみながら覚えることができました。大人だけで

はなく子供たち同士でも、「もっとこうしたらどう

かな」と劇をよりよくするために、同じ幕の友達や、

クラスの友達にアドバイスをし合うこともできまし

た。自分のことだけではなく、みんなで一つのもの

を創り上げているという意識が見られました。寿限

無を通して、「日本語」のおもしろさ、「言葉」のも

つ力を感じてほしいなと思っています。そして、伝

統芸能の落語にも興味をもってもらえたらいいな

と願っています。 

２年生 まん月の夜に 

 初めての学芸会。「大きな舞台で表現することを

全員が楽しむこと」を目標に取り組みました。せり

ふの言い方、動きを自分たちで考えたり、小道具や

背景も自分たちで作ったりと、劇ができあがるまで

の過程もとてもよい経験になりました。練習の中で

は、お互いの良かったところを発表し合ったり、ア

ドバイスをし合ったりと子供たち同士の関わりから

もたくさんのものが生まれました。劇のクライマッ

クスを飾ったダンスも、音楽を聞いて、自分たちで

アイディアを出し合って振付けを考えました。学芸

会が終わった今も、クラスでは、劇の中のせりふを

使った言葉遊びが続いている２年生です。 

３年生 本当の宝ものは 

 「本当の宝ものとは、何か」子供たちなりに考え

ながら練習に取り組み、本番に臨みました。小道具

を自分たちで考えて作ったり、自分が台詞を言って

いないときの演技を仲間同士で考えたりと、楽しみ

ながら劇を作り上げていく姿が見られました。私た

ち３年生は、学校内で最も人数の多い学年です。ま

とまるまでにとても時間がかかりましたが、９１人

が知恵を出し合い、各国の特徴をどのように表現す

るとよいかを話し合う場面も多く見られ、成長を感

じました。 

それぞれの国の持ち味、そして「本当の宝ものと

は、何か」が伝わっていたら、嬉しいです。 

５年生 エルコスの祈り 

 ５年生は、「小学校生活最後の学芸会」「自分たち

で創り上げる」を合言葉に、取り組みました。練習

も互いに学び合いながら、昨日より今日、今日より

も明日、と演技を進化させていく姿はとても輝いて

いました。当日は、緊張しながらもそれぞれが堂々

と立派な演技をすることができました。観客席に

は、５年生の演技に涙を流してくれた方もいたよう

で、その様子に子供たちも達成感や満足感を感じた

ようです。 

最高学年に向けて日々成長していく５年生にと

って、「自分たちで創り上げる」ことのできた学芸

会が大きな励みになってくれたことと思います。 

 １１月９日（金）１０日（土）に学芸会が行われました。１年生から６年生までが学年ごとに心を１つに

合わせて、１つの劇を作り上げていくことを通して、表現することの楽しさや皆で作り上げることの楽しさ

を感じることができる行事です。児童鑑賞日には、上級生の演技を見て感動して泣きそうになる下級生がい

たり、下級生の可愛らしい演技に思わず笑ってしまう上級生がいたりと、お互いに良い刺激になっているよ

うでした。保護者鑑賞日には、多くの方に鑑賞いただきありがとうございました。緊張しながらも、楽しく

演じる子供たちの様子をご覧いただけたのではないでしょうか。２年後の学芸会がすでに楽しみです。 

４年生 ゆめどろぼう ウンパッパ 

 ４年生は、明るく前向きでノリがよいという素晴

らしい集団の力をもっています。そこで、学芸会の

脚本は、歌がたくさんあり、コメディタッチのお話

でテーマがしっかりとある脚本を選びました。ちな

みに、この劇のテーマは「楽しいことは皆で分かち

合おう」と捉えていました。  練習期間中には、休

み時間や掃除の時間にも劇中歌をかけて楽しそうに

歌ったり踊ったりする子供達、生活の中に劇の活動

が根付きいたことで、当日も思いっきり演技を楽し

むことができたようです。次回の学芸会は、最高学

年である６年生として活動することができます。今

からとても楽しみです。 

６年生 天使にラブソングを 

 小学校生活最後の今年、最高学年として学芸会が

できることに責任と重みを感じ、全力で取り組みま

した。６年生は互いにアドバイスし合い、演技・歌・

ダンス・照明等、全てにおいて自分たちの手で劇を

仕上げるということにこだわって取り組みました。

演技中は、見ている人が感じたことを附箋に書い

て、後で共有しました。 

皆が一人のために、一人が皆のために、たくさん

試行錯誤して、学び合い、思いを込めて仕上げた劇

です。当日は、全員が「楽しく♪元気に♪」をモッ

トーに笑顔で演技することが出来ました。大きな達

成感を得られ、最高の学芸会となりました。 



 

  

  ボッチャ体験 
１年担任 蓮佛 幹博  

 

大縄大会 

体育主任 神村 和輝 

 １１月１３日（火）に１年生とひまわり学級が

ボッチャ体験を行いました。パラリンピックの正

式種目であるボッチャのルールの説明を受けた後、

子供たちは実際にゲームを行い、体験しました。

また、日本代表チームの藤井金太朗選手とコーチ

によるお話を通して、子供たちは、自分たちも障

害のある方も共にできるスポーツがあることを学

びました。スポーツには、前向きに頑張ること、

あきらめないことで、勝利することを味わえるこ

とを知りました。  

最後は選手とハイタッチで終了しました。 

 

写真は担当で撮っていただき、１枚で

お願いいたします。また児童の後姿にな

る等の配慮したものを添付して送付くだ

さい。 

 １１月２１日（水）から１２月１日（土）まで

大縄週間でした。それぞれの学級が中休みに大縄

大会に向けて練習を行いました。大縄にはたくさ

んの良さがあります。「持久力が高まる」「巧みな

動きが身に付く」などです。 

その中でも私が１番良いと思うことは「肯定的

な言葉掛けと教え合いを通して豊かな関わり合い

ができること」だと思っています。実際に、友達

を応援する姿や励まし合う姿、記録が向上して喜

び合う姿など、様々な関わり合いを見ることがで

きました。この行事で培った団結力を今後の学校

生活に生かしてほしいと思います。 

 

２年生なり、あっという間に２学期の終わりも近付いてきています。４月にピカピカの１年生を迎え、「か

わいい」１年生から、「かっこいい」２年生を目指して、頑張ってきました。２年生の教室に行くには、１年

生の教室の前を通ります。常に「１年生に恥ずかしくない２年生」としての行動を心掛けています。その１

年生とは、春の遠足や学校探検、どんぐりひろいなど、様々な場面で一緒に活動してきました。 

 そして、１１月には「秋フェスタ」が行われました。この秋フェスタは、１、２年生の各クラスがそれぞ

れにどんぐりを使ったゲームや工作を行うお店を企画し、近隣の幼稚園や保育園も招待し、行った行事です。

２年生となった今年は、各クラスのお店の運営以外にも、始めの会と終わりの会の司会や始めの言葉・終わ

りの言葉を分担し、行いました。日頃毎日一緒に活動していると、その成長になかなか気付けないところも

ありますが、こういった行事での様子を見ると、「しっかりお兄さん・お姉さんの顔」になった子供たちの姿

に出会うことができました。お店を決める時にも、「昨年は、〇〇だったから、今年はこうするといいんじゃ

ない？」「スムーズに進めるには、こういうことに気を付けるといいと思うよ」など、今までの経験を生かし

た意見や考えがたくさん出てきました。準備を進める中では、 

意見の衝突もありましたが、自分たちで相談し、解決しながら進 

めていくことができました。 

 

 学芸会を通して、学年として一つに団結できた２年生。 

 今度は、大縄大会へ向けて、クラスごとに団結し取り組んでき 

ました。切磋琢磨しながら、３年生へ向けて、さらに大きく成長 

できることを願いながら、残り４か月を有意義なものにしていけ 

ればと思っています。 

 ２年生のさらなる成長にご期待ください！ 

「かわいい」２年生から「頼れる」２年生へ 
２年担任 宇佐美 真美・梅園 操枝・市川 春佳 

 



 

１２月の生活目標 

「寒さに負けずに生活しよう」 

                       生活指導部 
 朝晩はめっきり寒くなり、冬の訪れを感じさせる今日

この頃です。児童も朝は背をかがめ、寒そうに登校して

くる子が増えてきたように感じられます。そんな朝の児

童の中にポケットに手を入れたままの子が見受けられま

す。小学校がランドセルで登校している理由の一つに両

手を空けるということがあります。転倒した際など両手

がすぐに動かせる状態にないと思わぬ大けがにつながっ

てしまうこともあるからです。寒さで思わずポケットに

ということはよくわかりますが、安全の為、寒い季節も

手は出して生活することを心掛けさせたいと思います。

また、寒い冬とはいえ、寒さに負けない体づくりも大切

です。学校では冬の期間、マラソン（持久走）や縄跳び

で体づくりをすることを推奨しています。寒さが厳しく

なるとつい朝の登校が遅くなり、朝マラソンに参加でき

ない子も増えてきます。また、休み時間も教室で過ごし

ていることも多くなります。もちろん体調を考えながら

ではありますが、日頃から寒さに負けない体力づくりを

心がけていくことが予防の第一歩と思います。元気よく

体を動かした後は、きちんと手洗い、うがいをすること

もとても大切です。寒さが厳しくなっても、規則正しい

生活、日々の運動、偏りのない食事、衛生習慣を守って

いくことが体調管理への何よりの対策であると思いま

す。よい年末年始を迎えるためにも寒さに負けない生活

を意識してほしいと考えています。 

お知らせ 
○４～６年生の算数少人数の担当として、若月玲子先生

がいらっしゃいました。今後は各クラスの学習状況に

合わせ、クラス分けをして、少人数で学習を進めてい

きます。よろしくお願いいたします。 

 

１２月の行事予定 

日 曜日 学校行事・予定等 

1 土 大縄大会 

2 日  

3 月 委員会 

4 火  

5 水 ひまわり学級のみ 5時間授業 

6 木 租税教室(6 年) 

7 金  

8 土  

9 日  

10 月 社会科見学(6年) クラブ 
音楽鑑賞教室(5 年) 

11 火  

12 水 安全指導 
1 年 2組のみ 5時間授業 

13 木  

14 金 模擬裁判体験(6 年) 

15 土 もちつき大会(5 年) 

16 日  

17 月 6 時間授業(4・5・6年) 

18 火 剣道教室(3 年) 全学年 5時間授業 

19 水 英語集会 避難訓練 
3 年 1組のみ 5時間授業 

20 木 まぐろ延縄漁業出前授業(5 年) 

21 金 給食終 
TOKYO GROBAL GATEWAY(6 年) 

22 土  

23 日 天皇誕生日 

24 月 振替休日 

25 火 終業式 大掃除 午前授業 

26 水  

27 木 閉庁期間始(～1月 4日まで) 

28 金  

29 土  

30 日  

31 月  

※ 天候等により、予定を変更することがあります。 

詳しくは、学年だより・学級だよりをご覧ください。 

 

「節目を大切に<木枯らし１号>」 

副校長 石渡 靖 

今年は東京に冬を知らせる季節風、「木枯らし１

号」がまだ吹きません。（１１月２７日現在）木枯ら

しには、最大風速が８ｍ以上、１０月半ばから１１

月末までに吹くなど、いくつかの条件があるそうで

す。この先１１月３０日までに東京で木枯らしが吹

かなければ３９年ぶりになるそうです。自然界には

様々なイレギュラーがありますが、私たちはいつで

も変わらず節目、節目をしっかり振り返り、新しい

目標を立てることが大切です。２学期も残すところ

わずかになりました。子供たちには今学期のまとめ

をしっかりと行わせるとともに、できるようになっ

たことや、成長したこと、また、課題やもっと頑張

りたいことを確かめさせ、２学期を締めくくらせた

いと思います。ご家庭での励ましもよろしくお願い

いたします。  

 


